
ALLライフサポート事業
（貧困対策・生活支援事業・身元保証人事業）

に関するIT化の仕組みづくり

島の病院おおたに
代表小林達也（副院長）

地域連携室
協力団体：NPO法人 CLEAR・COCODEMOETAJIMA



【江田島市が抱える問題】



人口減少で介護の担い手が
いないことや国の政策に
より経営が悪化し、江田島
市内でも訪問介護（ヘル
パー）の事業所が閉鎖して
来ている。

【江田島市が抱える問題】



さらに公的な生活支援が
利用出来ても、利用範囲が
限定的でちょっとした困り
ごとの解決が出来ない場面
も見受けられる。

【生活支援が抱える問題】



【江田島にある生活支援に関する
共助のサービス】

・しおかぜネット（主体：社会福祉協議会）

・イマココ（主体：民間企業）

・助け合い交通（主体：江田島市・地域住民）

・民生員＆ケアマネの善意



【江田島にある共助のシステム】

・しおかぜネット（主体：社会福祉協議会）



【江田島にある共助のシステム】

・しおかぜネット（主体：社会福祉協議会）

利用料：利用時：300円
月額掛け金：0円

支援者報酬：ボランティア

支援内容：生活支援

緊急対応：難しい



【江田島にある共助のシステム】

・イマココ（主体：民間企業）



【江田島にある共助のシステム】

・イマココ（主体：民間企業）

支援内容：生活支援・保証人代
行・死後事務・後見人事業など

緊急対応：可能



【江田島にある共助のシステム】

・イマココ（主体：民間企業）

利用料：利用時：
1時間2750円～4400円
月額掛け金：0円～16500円

支援者報酬：あり



【江田島にある共助のシステム】

・助け合い交通（主体：江田島市・地域住民）
11/4～1/31社会試験運用・沖地区限定



【江田島にある共助のシステム】

・助け合い交通（主体：江田島市・地域住民）

利用料：利用時：０円
月額掛け金：0円

支援者報酬：ボランティア

支援内容：交通支援（沖地区内）

緊急対応：難しい

11/4～1/31社会試験運用・沖地区限定



【江田島にある共助のシステム】

・民生員（主体：江田島市）やケアマネ

利用料：利用時：０円
月額掛け金：0円

支援者報酬：ボランティア

支援内容：生活支援

緊急対応：難しい



【 提案】

●本当に経済的に厳しい方に
利用できるように低額であること

●持続可能であること

今回の「江田島市地域提案型活
動支援補助金」に応募



【目 的】

“三方良し”の“持続可能”な

共助の仕組みづくりを

目指します
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【江田島市地域提案型活動支援補助金】

●本当に経済的に厳しい方に
利用できるように低額であること

●有償ボランティアにすることで
持続可能性があること







1時間3000円の利用料のうち、
2000円をボランティアに対する報奨金に

持続可能に

有償にすることで
若い人にも参加して
もらう



主に東広島市内で活躍する、医療・福祉・司法専門職と
東広島市の市民・地元企業の連携による権利擁護支援を
提供するＮＰＯ法人

低所得でも利用できる料金で「居住支援・身元保証・
生活支援・法人後見・死後事務」のサポートが一体的に
受けられる新方式支援を提供。

国策により
入院期間の短縮化・在宅復帰率向上

課題が山積している江田島市に同様の
サービス導入を模索。NPO法人CLEARと
当院の意見が合致し、事業予定。
なお、当院は無償の事業である。

患者からの支援依頼
⇒当院からCLEARに連絡
⇒CLEARボランティア 候補者へ依頼
この部分をデジタル化したい

⇒補助金の活用

生活困窮者

【問題点】
・国の政策で社会的入院の解消で以前からすべての医療機関が
「入院期間の短縮化」「在宅復帰率の向上」を求められている
⇒多くの患者は在宅へ復帰せざるを得ない

・生活支援などを医療スタッフ・ケアマネ・民生委員が善意の
無償ボランティアで行っている

・生活支援などしてくれる業者もあるが、月額の掛け金も必要
で貧困で苦しんでいる本当の世帯にサービスが届かない

・身元保証人がいないため、入院や入所ができない 有償ボランティアにより「支援する側」も支える

＠東広島市

江田島市では赤い囲みの
部分を実施する予定。

「支援してほしい人」と「支援する
人」を迅速にマッチングする仕組み
づくりとしてITの活用を検討。

低額でのシステムづくりを考え、
既存のITシステムを利用して
システムを構築予定。
コンサルタントとして介入依頼。

法人の概要は後面参照

NPO法人CLEARから

支援してほしい人と
支援する人の調整役
（無償支援）

【事業概要まとめ】





【簡単に支援を求める人と
支援する人を結びつけるために】

●地元IT企業のCOCODEMOと協働でLINE
を利用したITシステムを開発

スライド 22













2025年11月13日

NPO法 CLEAR
及川さん

小林医師

公聴にお越しの
地域住民・自治会・ケアマネージャーなどの
方々

28名参加





NPO法 CLEAR
及川さん

小林医師

ライフサポーター（ボランティア）
希望の方々

2026年2月13日

19名参加













多くの有償ボランティア
に参加してもらうことが
重要!!



【私たちが描く将来の風景（例）】

たすけあい交通を利用



【私たちが描く将来の風景】

院内同行
有償ボランティアを利用



【江田島にある共助のシステム】

さまざまなボランティアが存在し、

組み合わせることで

支援が必要な人を面で支えること

で持続可能なシステムが確立する

のではないでしょうか
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